




































素 /e / は日本語の / エ / のように聞こえる発音をする英語母語話者と / ア / のように聞こえる英語母語話
















































なお，本稿では日本語の母音の音素を / ア / のよう
にスラッシュで片仮名をくくって表記する。）
　手始めに，英語の音素の /e / を取り上げる。 
（/　/ は音素を表す記号である。）これを日本語の 
/ エ / に近く発音する英語母語話者の発音は日本語
母語話者にとっても聴き取りやすく問題が生じない
が，しばしば日本語母語話者には / ア / のように聞
こえる音声で発音する英語母語話者がおり，聞き間
違いの原因になるのである。/ エ / が表す音声の範
囲（異音の集合体）よりも /e / が表す音声の範囲
の方が広く，/e / という音素は日本人には / エ / に
聞こえる音声から / ア / に聞こえる音声までを含ん







語話者の /e / を日本語母語話者が聴くとき，それ
が日本語の / ア / に近いという仮説の下に聴くと 
/ ア / に聞こえ，/ エ / に近いという仮説の下に聴





　聴き取りを成功させるためには，/ ア / と聞こえ
たけれども前後関係から考えてつじつまが合わない
ので / エ / なのではないかと修正させるとか，生徒
への指導の際には，英語を聴く時の心構えとして，
/ ア / のように聞こえてもそれは英語の /e / の範囲
に含まれるのだということに実際の音声を聴かせな
がら慣れさせることなどが必要になるのである。









音を聴き比べても，/e / を / ア / のように聞こえる





ら，話し手は / ア / と言ったつもりでも聴き手は 
/ オ / と聴き取ってしまうことが現実に起きること
がある。これは方言の違いといったことに限らず，
一緒に住んでいる家族同士の会話でも起きることが
ある。これは話し手にとっての / ア / という音素の
認識がこの聴き手にとっての / オ / という音素の認
識と集合的に重なっている部分があることを暗示し






























の send と sand を発音してみると，母音の部分を
日本語の / エ / と / ア / にして発音すると send と
認識され，sand の方は相当気を付けながら /æ / の
音を出さないと sand と認識されなかった。しかし，
文の中に sand 入れて読むと，それほど気を付けて





　それでは，send の母音を / エ / のように発音す
る英語母語話者と / ア / のように発音する英語母語
話者がいるということを知らなくても文脈によって
send であることが必ず分かるかというと，そうい
うわけにもいかないのである。/ エ / だと思ってい
る単語が / ア / と聞こえた時に，それを文脈によっ
て理解するのは，文脈によっては容易な場合もある
が，そうではない場合もある。やはり，英語の音素
/e / は，日本語母語話者には / エ / に聞こえる発音































　また，同一の物理的音響を聴いても，それを / ア /




日本語母語話者が二人いたとして，一人は / ア / と
認識してもう一人は / エ / と認識する場合は，二人










者の多くは，聞こえた英単語の母音をまず / ア /，





を聴いて書き取るときに，/e / を / ア / と聴き取っ




り返しになるが，英語の /e / という音素は / エ /
に聞こえる音声で発音する英語母語話者もいるが 







2.1　/e /が /ア /のように聞こえる
　例：send　これについては上記で詳細に見てき
たとおりである。
2.2　/æ /が /エ /のように聞こえる
　例：land　/æ / という音素についても，日本語
母語話者の多くにとって / ア / と聞こえる発音をす
る英語母語話者と / エ / と聞こえる発音をする英語
母語話者がいることを知っておく必要がある。
2.3　つづりの oが /ア /のように聞こえる
　例：hot　この事例は他の事例とは少し事情が異
なる。hot のつづりの o の部分を，イギリス式発音




/ ア / 又は / オ / と聞こえる発音をする傾向がある。
発音表記上もイギリス式発音は /ɔ / でアメリカ式




が多く，元の英単語がアメリカ式発音の /ɑ / で発
音され，それを / ア / と認識したときに hut 等の別
の単語と間違える原因となることである。
※  hot という単語を中心に考えれば，つづりの o の
部分を /ɔ / と発音しても /ɑ / と発音しても意味
は変わらないことから，/ɔ / と /ɑ / は互いに異
音であるという解釈もできる。
2.4　/ v /が /オ /のように聞こえる
　例：gulf　特に /ʌl / のように /ʌ / に / l / が続く
場合に /ʌ / が / オ / のように聞こえる傾向がある
ことを知っておく必要がある。
2.5　/u /が /オ /のように聞こえる
　例：wolf　/u / については，日本語母語話者の多
くにとって / ウ / と聞こえる発音をする英語母語話
者と / オ / のように聞こえる発音をする英語母語話
者がいることを知っておく必要がある。
2.6　/ i /が /エ /のように聞こえる
　例：hit　短い / i / は日本語の / イ / と / エ / の
間のような音色をもつ音であり，日本語母語話者に
は / エ / のように聞こえることも多い，といった説
明をよく見るところであるが，日本語母語話者にも
はっきりと / イ / と聞こえる発音をする英語母語話
者も少なくない。筆者の手元にある電子辞書 A で
は / エ / のように発音されているが，電子辞書 B
でははっきりと / イ / のように発音されている。試
みにある自動翻訳ソフトに向かって / i / を含む英










































































　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / エ /
と認識した者が 49 人中 19 人いたが，27 人は / ア /
と認識したために lend とはかけ離れた単語を書き
取った可能性を示している。





4.1.2.1.1　母音の部分を / エ / と認識した可能性が
ある例
　send（14）　セント（1）







　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / エ /
と認識した者が 49 人中 15 人いたが，31 人は / ア /
と認識したために send とはかけ離れた単語を書き
取った可能性を示している。
　また，/ エ / と認識した 15 人中 14 人が send と
書き取り，残りの 1 人も「セント」と書き取ってお



















　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / ア /
と認識した者が 49 人中 5 人だけいたが，43 人は 
/ エ / と認識したために land とはかけ離れた単語
を書き取った可能性を示している。
　また，/ ア / と認識した 5 人は全員 land と書き





4.2.2.1.1　母音の部分を / ア / と認識した可能性の
ある例
　sand（2）　sad（1）







　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / ア /
と認識した者が 49 人中 3 人だけいたが，42 人は 
/ エ / と認識したために sand とはかけ離れた単語
を書き取った可能性を示している。
　また，/ ア / と認識した 3 人中 2 人は sand と書
き取った。/s / と /nd / を聴き取ることができ， 





4.3.1.1.1　母音の部分を / オ / と認識した可能性の
ある例
　hot（13） 







　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / オ /
と認識した者が 49 人中 13 人いたが，35 人は / ア /
と認識したために hot とはかけ離れた単語を書き
取った可能性を示している。
　また，/ オ / と認識した 13 人全員が hot と書き






4.4.1.1.1  母音の部分を / イ / と認識した可能性のあ
る例
　hit（17）　ヒット（2）　ヒッド（1）　heat（2）







　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / イ /





　また，/ イ / と認識した 22 中 17 人が hit と書き





4.4.2.1.1　母音の部分を / イ / と認識した可能性の
ある例
　sit（3）






　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / イ /
と認識した者が 49 人中 3 人だけいたが，43 人は 
/ エ / と認識したために sit とはかけ離れた単語を
書き取った可能性を示している。
　また，/ イ / と認識した 3 人は全員 sit と書き取っ






4.5.1.1.1　母音の部分を / ア / と認識した可能性の
ある例
　dad（1）









　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / ア /
と認識した者が 49 人中 1 人だけいたが，45 人は 
/ オ / と認識したために dull とはかけ離れた単語を
書き取った可能性を示している。





4.5.2.1.1　母音の部分を / ア / と認識した可能性の
ある例
　なし
4.5.2.1.2　母音の部分を / オ / と認識した可能性の
ある例
　golf（20）　goes（8）　got（1）　goth（1）　colf（1）　





　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / ア /





4.5.3.1.1　母音の部分を / ア / と認識した可能性の
ある例
　manky（1）










　この結果は，耳に入ってきた母音の部分を / ア /
と認識した者が 49 人中 1 人いたが，46 人は / オ /
と認識したために multi- とはかけ離れたつづりを
書き取った可能性を示している。




5． 同じ単語を 2度聴いて書き取った 
結果について




き取り結果である。）この結果，1 回目と 2 回目と
同一の単語を書き取った学生もいれば，異なる単語
を書き取った学生もいた。例えば，ある学生は
land の書き取りで 1 回目は lend，2 回目は land と
書き取り，また別の学生は 1 回目で land と書き取


























①は /e / が / ア / のように聞こえる例である。
②は / i / が / エ / のように聞こえる例である。
③は /ɑ / が / ア / のように聞こえる例である。
④は /u / が / オ / のように聞こえる例である。
　このように片仮名を用いることについては議論の
あるところであるが，ここでは「〜のように聞こえ













便利に使える。例えば /e / の音を含む単語を探し
たいときに，つづりが et や ed で終わる単音節の単
語を見ていくと，bet，get，jet，set，wet，yet，
bed，red，bread などを容易に見付けることができ
る。 次にこれらの単語の /e / の部分を日本人には
聴き取りが難しい / ア / のように聞こえる発音をす
る英語母語話者の発音素材を収集する必要がある。
筆者が今回用いたのは電子辞書の音声であったが，
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